
公益財団法人 茨城県総合健診協会  機関紙

特　集 第59回 予防医学事業推進全国大会を
開催しました
・乳がん検診研究委員会（Ｘ線・超音波）を開催しました
・消化器がん検診の成果を学会にて発表しました
・結核予防週間街頭キャンペーンを行いました
・第22回がんフォーラムを開催しました

Topics

Vol.11 CONTENTS 　寒暖の差が厳しくなり，体調管理が特に難しい季節となっ
てきました。休日に買い物に行くと，防寒用品の陳列が目に
つき，「冬支度を始めなければいけないな～」と気ぜわしく
なります。
　気象庁が発表した予報によると，「今冬の東日本は平年
並みか暖かい見込み」とのことですが，そうは言っても十分
に寒い日々を過ごすことになると思います・・・。
　そんな時には，温かいものが食べたくなりますよね。ある

グルメサイトによると，今年は，あの大ヒット映画“アナと
雪の女王”にあやかって，“白”と“雪”を連想させる食
材・スープを使用した，見た目にも冬を感じて楽しめる
白い鍋＝「雪見鍋」に注目が集まっているそうです。例
えば大根おろし・とろろなど白いものをたっぷり使用し
た鍋や，濃厚なとんこつスープで白濁した鍋が冬を感じ
させるとのことです。大根やとろろは栄養価が高く健
康にもよいため，みなさんぜひお試しください！（S・M）

編集後記

「けんこうリンク」の各種情報は、
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今
大
会
は
、当
協
会
の
前
身
で
あ
る

茨
城
県
予
防
医
学
協
会
が
昭
和
53
年
に

開
催
し
て
以
来
、本
県
で
は
2
回
目
の
開

催
と
な
り
ま
す
。当
時
と
比
べ
、現
在
の
健

康
づ
く
り
に
関
す
る
環
境
は
、国
を
は
じ

め
と
す
る
行
政
の
支
援
も
あ
り
格
段
に
向

上
い
た
し
ま
し
た
。そ
の
一
方
で
、超
高
齢

社
会
の
到
来
や
疾
病
構
造
の
変
化
、生
活

形
態
の
意
識
の
変
化
な
ど
に
よ
り
健
康
問

題
は
複
雑
化
し
、社
会
保
障
問
題
も
絡
み

あ
っ
て
、新
た
な
課
題
と
し
て
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら「
健
康
」は
、国
民

の
幸
せ
づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で

あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、財
政
健

全
化
並
び
に
経
済
発
展
の
観
点
か
ら
も

非
常
に
重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、健
康
を
守
る
た
め
に
は
、健
康

を
増
進
し
発
病
を
予
防
す
る「
一
次
予
防
」

と
、健
診
に
よ
っ
て
病
気
の
早
期
発
見
・

早
期
治
療
に
つ
な
げ
る「
二
次
予
防
」を
対

策
の
柱
に
、乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
に
至
る

ま
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
世
代
に
お
い
て
必
要

な
予
防
及
び
健
康
管
理
を
講
じ
る
こ
と
が

最
も
重
要
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。

　

今
大
会
の
テ
ー
マ
は
、「
長
寿
社
会
の
未

来
を
拓
く
〜
21
世
紀
の
健
康
づ
く
り
〜
」

と
い
た
し
ま
し
た
。こ
の
テ
ー
マ
に
は
、

国
民
一
人
ひ
と
り
が「
自
ら
の
健
康
は
、自

ら
が
つ
く
る
」と
い
う
自
覚
と
認
識
を
持

つ
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
の
考
え
に
立

ち
、健
康
で
あ
る
こ
と
を
共
に
考
え
、健
康

管
理
に
関
す
る
視
野
を
広
げ
て
い
た
だ
き

た
い
と
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

本
日
、お
集
ま
り
の
皆
様
に
は
、国
民
の

健
康
づ
く
り
運
動
の
輪
を
全
国
に
よ
り
広

め
る
た
め
、な
お
一
層
の
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
、心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

長
年
、
予
防
医
学
運
動
の
推
進
に

寄
与
、功
績
の
あ
っ
た
方
々
に
感
謝
状
等

贈
呈
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、当
協
会
か
ら

も
大
串
昌
文
事
務
局
次
長
が
栄
え
あ
る

予
防
医
学
事
業
中
央
会
賞（
小
宮
記
念

賞
）を
受
賞
し
ま
し
た（
写
真
）。

　

大
串
事
務
局
次
長
は
、昭
和
54
年
に

入
職
し
て
以
来
、永
年
に
わ
た
り
健
診
業

務
の
推
進
と
県
民
の
健
康
保
持
、増
進
に

寄
与
す
べ
く
予
防
医
学
へ
の
思
想
普
及
を

は
じ
め
と
し
た
渉
外
活
動
を
展
開
し
、受

診
率
の
向
上
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、予

防
医
学
事
業
中
央
会
で
は
業
務
研
修
委

員
と
し
て
全
国
業
務
研
修
会
を
主
導
す

る
な
ど
の
活
躍
が
認
め
ら
れ
て
今
回
の
受

賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、当
協
会
の
舩
橋
紀
子
健
診
第
二

課
係
長
及
び
飯
村
由
美
子
検
査
二
課
係

長
の
両
名
が
日
常
業
務
に
お
け
る
活
躍
が

認
め
ら
れ
、予
防
医
学
事
業
中
央
会
奨
励

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

予防医学事業推進全国大会プログラム第59回

全国大会記念式典

予防医学事業推進全国大会第59回

開　　　　会
大会会長挨拶　　（公財）茨城県総合健診協会
大 会 式 辞　　（公財）予防医学事業中央会
歓迎のことば　　茨城県知事／水戸市長
表　　　　彰　　感謝状、小宮記念賞
来 賓 祝 辞　　厚生労働副大臣／文部科学大臣／日本医師会長
大 会 宣 言　　（公財）茨城県総合健診協会　
次期開催県挨拶　　（公財）鳥取県保健事業団

記 念 講 演　　「健康長寿社会を支える最先端サイバニクス」　
　　　　　　　　　筑波大学大学院システム情報工学研究科教授
　　　　　　　　　筑波大学サイバニクス研究センター センター長
　　　　　　　　　CYBERDYNE株式会社 代表取締役社長／CEO
　　　　　　　　　　山海 嘉之 先生

アトラクション　　相撲甚句「健康づくり  茨城場所」　大至 伸行 氏（元大相撲幕内力士）
文 化 講 演　　「水戸藩の医学と医療」　茨城大学名誉教授　鈴木 暎一 先生
特 別 講 演　　「超高齢社会は『予防』がキーワード」
　　　　　　　　　（公財）茨城県総合健診協会副会長　大田 仁史 先生

午前の部 ＜全国大会記念式典＞

午後の部 ＜県民公開講座＞

大
会
会
長
挨
拶

大会宣言

会　

長

金 

子  

道 

夫

専務理事 根 本  年 明

公
益
財
団
法
人 

茨
城
県
総
合
健
診
協
会

公益財団法人 茨城県総合健診協会

水戸の梅大使が来場者の皆様をお迎えしました

長寿社会の未来を拓く

（
小
宮
記
念
賞
）

予
防
医
学
事
業
中
央
会
賞

　今日の日本は，世界に冠たる長寿社会となりました。しかし，高齢化の進展と
ともに，疾病罹患率及び要介護率の増加により，医療や介護を必要とする
人々が増え，平均寿命と健康寿命との差を短縮することが喫緊の国民的課題
となっております。
　このような中，我が国は「日本再興戦略」において，「国民の健康寿命の延
伸」を重点テーマの一つに掲げ，効果的な予防サービスや健康管理の充実に
より，健やかに生活し，老いることができる社会，世界最先端の医療が受けられ
る社会，良質な医療や介護へのアクセスにより，早期復帰のできる社会の実
現を目指しております。
　これらを実現するため，我々には国をはじめとする行政の施策に協力すること
はもとより，各分野との連携によって，これまで以上に効果のある予防医学事
業を展開することが強く求められているところです。
　我々の予防医学事業の原点は，戦後の混乱期にいち早く始まった寄生虫
撲滅のための“草の根運動”にさかのぼりますが，その活動の成果は大いに証
明されています。現在直面している課題克服に向け，今一度原点に立ち返り，
次の活動を推進していくことを，本日，この大会において新たに決意します。

１　学校や地域における健康教育の実践など，国民の理解と共感を得るため
の活動を堅持していきます。
2　あらゆる機会を通じ，各種健診・検査や健康に関するデータを公開及び提
供するとともに，分析結果に基づいた提言をしていきます。
3　行政や関係団体と連携し，全国組織としての責任と自覚をもち，組織をあ
げて予防医学事業を積極果敢に展開していきます。
4　世界に誇れる「健康長寿社会」を目指し，予防医学サービスの質の向上に
努力を重ねていきます。

以上，この茨城の地から宣言します。

2014年10月17日
第59回予防医学事業推進全国大会

（茨城県大会）

～21世紀の健康づくり～

今
茨
城

開
催

催
と
な

康
づ
く

め
と
す

上
い
た

社
会

形
態
の

題
は
複

あ
っ
て

ア
ッ
プこ

う

の
幸

あ
る
こ

全
化

非
常
に

そ
こ

を
増
進

と
、健

　10月17日（金），茨城県立県民文化センター大ホー
ルにおいて，「第59回予防医学事業推進全国大会」
を開催致しました。当日は穏やかな秋晴れのもと，県内
外から1,600名超の方々が来場し，午前は厚生労働
副大臣，文部科学大臣，日本医師会長，茨城県知事，
水戸市長を来賓とする全国大会記念式典，午後は
県民公開講座を行いました。
　そこで今号では，大会の様子をご紹介いたします。

1,600名超の来場者を迎え、盛会に開催
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ともに，疾病罹患率及び要介護率の増加により，医療や介護を必要とする
人々が増え，平均寿命と健康寿命との差を短縮することが喫緊の国民的課題
となっております。
　このような中，我が国は「日本再興戦略」において，「国民の健康寿命の延
伸」を重点テーマの一つに掲げ，効果的な予防サービスや健康管理の充実に
より，健やかに生活し，老いることができる社会，世界最先端の医療が受けられ
る社会，良質な医療や介護へのアクセスにより，早期復帰のできる社会の実
現を目指しております。
　これらを実現するため，我々には国をはじめとする行政の施策に協力すること
はもとより，各分野との連携によって，これまで以上に効果のある予防医学事
業を展開することが強く求められているところです。
　我々の予防医学事業の原点は，戦後の混乱期にいち早く始まった寄生虫
撲滅のための“草の根運動”にさかのぼりますが，その活動の成果は大いに証
明されています。現在直面している課題克服に向け，今一度原点に立ち返り，
次の活動を推進していくことを，本日，この大会において新たに決意します。

１　学校や地域における健康教育の実践など，国民の理解と共感を得るため
の活動を堅持していきます。
2　あらゆる機会を通じ，各種健診・検査や健康に関するデータを公開及び提
供するとともに，分析結果に基づいた提言をしていきます。

3　行政や関係団体と連携し，全国組織としての責任と自覚をもち，組織をあ
げて予防医学事業を積極果敢に展開していきます。
4　世界に誇れる「健康長寿社会」を目指し，予防医学サービスの質の向上に
努力を重ねていきます。

以上，この茨城の地から宣言します。

2014年10月17日
第59回予防医学事業推進全国大会

（茨城県大会）

～21世紀の健康づくり～

今
茨
城

開
催

催
と
な

康
づ
く

め
と
す

上
い
た

社
会

形
態
の

題
は
複

あ
っ
て

ア
ッ
プこ

う

の
幸

あ
る
こ

全
化

非
常
に

そ
こ

を
増
進

と
、健

　10月17日（金），茨城県立県民文化センター大ホー
ルにおいて，「第59回予防医学事業推進全国大会」
を開催致しました。当日は穏やかな秋晴れのもと，県内
外から1,600名超の方々が来場し，午前は厚生労働
副大臣，文部科学大臣，日本医師会長，茨城県知事，
水戸市長を来賓とする全国大会記念式典，午後は
県民公開講座を行いました。
　そこで今号では，大会の様子をご紹介いたします。

1,600名超の来場者を迎え、盛会に開催

03 Vol.11 Vol.11
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県民公開講座第59回 予防医学事業推進全国大会

〜
徳
川
光
圀
の
時
代
〜

　

光
圀
の
時
代
に
水
戸
藩
の
医
学
と
医
療
は

大
い
に
進
展
し
た
わ
け
で
す
が
、こ
れ
は
光

圀
自
身
の
高
い
関
心
と
奨
励
に
よ
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

光
圀
は「
奇
方
西
山
集
」と
い
う
書
物
を
自

ら
編
集
し
ま
し
た
。こ
の
書
物
は
多
数
の
病

名
を
挙
げ
服
用
す
べ
き
秘
伝
の
処
方
を
集
め

た
も
の
で
殿
様
自
ら
が
編
集
し
た
こ
と
は
他

の
藩
で
な
か
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

63
歳
で
藩
主
を
引
退
し
て
西
山
荘
に
移
り

住
ん
だ
光
圀
は
、侍
医（
藩
医
）の「
鈴
木
宋

与
」に「
救
民
妙
薬
」と
い
う
書
物（
3
9
7
も

の
薬
の
処
方
を
記
し
た
も
の
）を
編
さ
ん
さ

せ
ま
す
。後
に
全
国
に
普
及
し
、江
戸
時
代
の

一般
民
衆
も
含
め
て
大
変
重
宝
さ
れ
ま
し
た
。

　

世
界
初
の
サ
イ
ボ
ー
グ
型
ロ
ボ
ッ
ト「
ロ

ボ
ッ
ト
ス
ー
ツ
Ｈ
Ａ
Ｌ
」は
、人
・
機
械
・
情
報

系
を
融
合
複
合
さ
せ
た
新
学
術
領
域
サ
イ
バ

ニ
ク
ス
を
駆
使
す
る
こ
と
で
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、「
ロ
ボ
ッ
ト
ス
ー
ツ
Ｈ
Ａ
Ｌ
」の

実
演
や
、サ
イ
バ
ニ
ク
ス
技
術
に
よ
っ
て
築
き

上
げ
る
健
康
長
寿
社
会
の
未
来
開
拓
に
つ
い

て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

〜
徳
川
斉
昭
の
時
代
〜

　

1
8
2
9
年
に
斉
昭
が
藩
主
に
な
り
ま
し

た
。弘
道
館
を
つ
く
っ
た
有
名
な
殿
様
で
す
。

斉
昭
は
光
圀
と
並
び
、医
学
と
医
療
に
情
熱

を
傾
け
、「
景
山
奇
方
集（
漢
方
処
方
集
・
全
55

巻
）」を
約
30
年
か
け
て
作
り
ま
し
た
。1
8
4
1

年
に
弘
道
館
が
完
成
し
、そ
の
2
年
後
に
は

医
学
館
が
完
成
し
ま
す
。斉
昭
は
当
初
か
ら
、

医
学
館
を
組
み
込
む
形
で
弘
道
館
の
配
置
を

考
え
て
い
た
こ
と
が
平
面
図
か
ら
わ
か
り
ま

す
。ま
た
、医
学
館
は
、種
痘（
天
然
痘
の
予
防

接
種
）を
や
っ
た
こ
と
で
有
名
で
す
。水
戸
地

方
は
弘
道
館
が
で
き
て
数
年
後
、天
然
痘
が

大
流
行
し
て
多
数
の
死
者
が
で
ま
し
た
。そ

こ
で
医
学
館
で
は
毎
月
1
日
と
15
日
に
種
痘

日
を
設
け
、希
望
者
に
実
施
し
ま
し
た
。水
戸

藩
資
料
別
記
に
よ
る
と
、斉
昭
自
身
が
先
ず

自
分
の
子
供
達
に
種
痘
を
や
ら
せ
て
、大
丈

夫
で
あ
る
こ
と
を
侍
や
民
衆
に
分
か
ら
せ
ま

し
た（
当
時
、天
然
痘
の
予
防
に
牛
痘
ウ
イ
ル

ス
を
使
用
し
て
い
た
が
、恐
怖
心
か
ら
接
種

が
な
か
な
か
進
ま
な
か
っ
た
）。そ
の
子
供
の

中
に
後
の
徳
川
慶
喜
が
い
た
そ
う
で
す
。慶

喜
自
身
も
軽
い
天
然
痘
に
か
か
り
、現
在
の

偕
楽
園
に
隔
離
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　

水
戸
藩
は
、人
間
に
と
っ
て
一
つ
し
か
な

い
命
を
守
る
た
め
に
医
学
・
医
療
の
発
展
に

命
を
捧
げ
た
人
々
が
い
て
、大
き
な
貢
献
を

果
た
し
た
と
い
う
こ
と
の
一
端
が
、本
日
の

話
し
で
お
分
か
り
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま

す
。

　

講
演
に
先
立
ち
、大
田
仁
史
先
生
と
県
内

在
住
で
1
0
0
歳
を
超
え
た
元
気
な
高
齢
者

（
男
性
）と
の
対
談
を
行
い
、元
気
の
秘
訣
な

ど
を
伺
い
ま
し
た
。

　

対
談
者
は
、
90
歳
を
超
え
て
か
ら
幾
度
も
大

き
な
病
気
を
乗
り
越
え
、今
で
も
大
変
元
気

で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。元
気
の
秘
訣
は
、毎
朝

30
分
か
け
て
手
足
の
関
節
を
動
か
す
こ
と
と

趣
味
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
だ
そ
う
で
す
。檀
上

で
の
は
っ
き
り
と
し
た
口
調
と
ユ
ー
モ
ア
た
っ

ぷ
り
の

お
話
し

に
会
場

か
ら
大

き
な
拍

手
が
送

ら
れ
ま

し
た
。

　

昭
和
22
〜
24
年
生
ま
れ
の
団
塊
世
代
は
、時

代
ご
と
に
大
き
な
課
題
を
抱
え
て
お
り
、波
に

例
え
る
と
3
波
あ
り
ま
す
。2
0
1
5
年
は
年

金
問
題
、2
0
2
5
年
は
医
療
・
介
護
問
題
、

2
0
3
5
年
は
多
死
・
孤
立
死
問
題
で
す
。茨

城
県
の
調
査
に
よ
る
と
、こ
の
う
ち
医
療
の
津

波
は
既
に
到
来
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
ま

し
た
。特
定
健
診
を
受
け
た
方
を
追
跡
調
査
し

た
と
こ
ろ
、一
人
あ
た
り
の
年
間
医
療
費
は
、60

〜
64
歳
で
は
15
万
円
程
度
で
す
が
、65
歳
を
超

え
る
と
2
倍
以
上
に
増
え
て
い
ま
す
。団
塊

世
代
は
今
年
で
全
員
65
歳
以
上
と
な
り
、今
後
、

医
療
費
が
莫
大
に
増
え
て
い
き
ま
す
が
、国

で
医
療
費
の
全
て
を
賄
う
体
力
が
あ
る
と
は

思
え
ま
せ
ん
。対
策
と
し
て
は「
予
防
」し
か

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。防
ぎ
止
め
る
こ
と

を
で
き
る
だ
け
や
る
と
い
う
こ
と
が
基
本
と

な
っ
て
い
き
ま
す
。そ
し
て「『
予
防
』と
い
う

言
葉
を
包
括
的
に（
誰
し
も
が
）考
え
、段
階

的
に
整
理
す
る
」と
い
う
思
考
方
法
で
行
動

に
移
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
運
動
を
推
進
す
る「
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ

リ
体
操
指
導
士
」は
1
級
か
ら
3
級
ま
で
の

組
織
構
成
と
な
っ
て
お
り
、養
成
に
あ
た
っ
て

は
、1
級
有
資
格
者
が
2
級
・
3
級
を
育
て
る

と
い
う「
住
民
が
住
民
を
育
て
る
仕
組
み（
自

己
育
成
）」が
す
で
に
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

2
0
1
7
年
ま
で
に
1
万
人
の
養
成
を
目
標

に
し
て
お
り
、本
年
10
月
3
日
現
在
で
6
、3
0
0

人
超
を
養
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ
の

よ
う
な
事
業
を
全
県
下
で
実
践
し
て
い
る
の

は
茨
城
県
の
み
で
す
。2
0
0
4
年
に
モ
デ
ル

事
業
を
開
始
し
て
か
ら
継
続
し
て
取
り
組
ん

で
き
た
結
果
、「
養
成
者
が
増
え
る
に
つ
れ

て
、軽
度
の
要
介
護
認
定
者（
要
支
援
1
・
2
、

　

相
撲
甚
句（
す
も
う
じ
ん
く
）と
は
邦
楽

の
一
種
で
、大
相
撲
の
巡
業
な
ど
で
披
露
さ

れ
る
七
五
調
の
囃
子（
は
や
し
）歌
で
す
。

今
回
の
全
国
大
会
を
記
念
す
る
相
撲
甚
句

を
特
別
に
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、相
撲
甚
句
の
合
間
に
は
軽
快
な

ト
ー
ク
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、会
場
が
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

超
高
齢
社
会
は

『
予
防
』が

特
別
講
演

記
念
講
演

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

水
戸
藩
の
医
学
と
医
療
茨
城
大
学
名
誉
教
授 

文
学
博
士

文
化
講
演

鈴 

木  

暎 

一 

先
生

公
益
財
団
法
人
茨
城
県
総
合
健
診
協
会
副
会
長

茨
城
県
立
健
康
プ
ラ
ザ
管
理
者

元
大
相
撲
幕
内
力
士

大 

田  

仁 

史 

先
生

筑
波
大
学
大
学
院
シ
ス
テ
ム
情
報
工
学
研
究
科
教
授

筑
波
大
学
サ
イ
バ
ニ
ク
ス
研
究
セ
ン
タ
ー 
セ
ン
タ
ー
長

C
Y
B
E
R
D
Y
N
E
株
式
会
社

　

代
表
取
締
役
社
長
／
C
E
O

山 

海  

嘉 

之 

先
生

大 

至  

伸 

行 

氏

〽
ハ
ア
ー
エ
ー

意
欲
と
自
覚
の　

草
の
根
き
ず
な　
ヨ
ー

ア
ー　

戦
後
日
本
の
混
乱
を

努
力
と
信
念　

実
績
で

　　

見
事
乗
り
越
え　

確
立
は

　　　　

予
防
医
学
の　

土
俵
入
り

健
康
は　

自
身
の
み
な
ら
ず

社
会
の
大
事
な
財
産
よ

国
民
理
解
と
共
感
で

　　

健
康
寿
命
の
延
伸
は

　　　　

幸
せ
社
会
へ
の　
パ
ス
ポ
ー
ト

さ
ら
な
る
意
識
の
高
ま
り
と

医
へ
の
信
頼　

期
待
受
け

事
業
に
邁
進　

中
央
会

　　

健
診　

研
究　

教
育
を

　　　　

柱
に　

健
康
づ
く
り
の
輪

時
代
に
合
わ
せ
て　

開
か
れ
る

国
民
参
加
の
イ
ベ
ン
ト
も

数
え
て
５０
と
９
回
目

　　

水
戸
御
老
公
御
前
の

　　　　

茨
城
場
所
に　

乞
う
ご
期
待

２１
世
紀
の
世
の
中
の

健
康
づ
く
り
を　

大
テ
ー
マ

長
寿
社
会
の　
ヨ
ー
ホ
ホ
イ

露
払
い　
ヨ
ー

〜
予
防
を
包
括
的
・
段
階
的
に

　
　
　
　
　
　
　

整
理
し
行
動
す
る
〜

〜
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
の

　
　
　
　
　
　

効
果
と
今
後
の
展
望
〜

健
康
づ
く
り

相
撲
甚
句

茨
城
場
所

キ
ー
ワ
ー
ド

講演後には会場全体で
シルバーリハビリ体操をしました

し
ゅ
と
う

　

当
日
は
、多
く
の
皆
様
の
来
場
に
よ

り
盛
会
裏
に
大
会
を
終
了
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

当
協
会
は
、今
後
も
健
康
支
援
機
関

と
し
て
の
責
務
を
果
た
す
べ
く
、予
防
医

学
事
業
の
更
な
る
推
進
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。 大

会
を
終
え
て

　

去
る
8
月
7
日（
木
）に
平
成
26
年
度

第
1
回
乳
が
ん
検
診
研
究
委
員
会（
乳

房
Ｘ
線
検
査
）を
、ま
た
8
月
20
日（
水
）

に
は
平
成
26
年
度
第
1
回
乳
が
ん
検
診

研
究
委
員
会（
乳
房
超
音
波
検
査
）を
当

協
会
会
議
室
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、筑
波
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

病
院
の
専
門
医
や
技
術
職
員
も
参
加
し
、

当
協
会
職
員
を
含
め
る
と
そ
れ
ぞ
れ
約

50
名
の
出
席
の
も
と
、検
診
実
績
等
の
報

告
や
症
例
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
の
実
績
は
、県
内
37
市
町

村
で
5
8
、2
9
0
人
が
乳
が
ん
検
診

（
視
触
診
・
乳
房
Ｘ
線
・
乳
房
超
音
波
検

査
）を
受
診
し
て
お
り
、そ
の
う
ち
3
5
、

7
9
4
人
が
乳
房
Ｘ
検
査
を
受
診
し
前

年
度
に
比
べ
て
約
3.7
％
の
伸
び
と
な
っ
た

こ
と
等
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、要
精
密
検
査
者
の
医
療
機
関
受

診
状
況
は
、前
回
の
研
究
会
時（
H
26
年

2
〜
3
月
開
催
）に
精
密
検
査
を
未
受

診
で
あ
っ
た
者（
乳
房
X
線
：
1
3
人
、

乳
房
超
音
波
：
7
人
）の
う
ち
、一部
は
受

診
し
た
も
の
の（
乳
房
X
線
：
8
人
、乳

房
超
音
波
：
4
人
）、今
な
お
未
受
診
の

　

一
般
社
団
法
人
日
本
消
化
器
が
ん
検
診

学
会
関
東
甲
信
越
支
部
主
催
の「
第
74
回

日
本
消
化
器
が
ん
検
診
学
会
関
東
甲
信
越

支
部
地
方
会
」が
去
る
8
月
31
日（
日
）に

茨
城
県
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
ほ
か
2
会

場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。本
大
会
は
、「
消

化
器
が
ん
検
診
に
お
け
る
地
域
開
業
医
の

役
割
」を
テ
ー
マ
に
、関
東
甲
信
越
か
ら
有

識
者
が
集
い
日
頃
の
研
究
成
果
を
発
表

し
、意
見
交
換
も
積
極
的
に
行
わ
れ
ま
し

た
。当
協
会
で
は
2
題
発
表
し
ま
し
た
の

〈
対
象
及
び
方
法
〉

　

平
成
15
年
4
月
1
日
か
ら
25
年
3
月
31

日
ま
で
の
10
年
間
に
、腹
部
超
音
波
検
診
を

受
診
し
た
延
べ
1
7
0
，1
0
8
人
を
対
象

に
、①
精
密
検
査
が
必
要
と
判
定
さ
れ
た

割
合（
以
下「
要
精
検
率
」と
い
う
。）、②
精

密
検
査
を
受
診
し
た
割
合（
以
下「
精
検
受

診
率
」と
い
う
。）、③
受
診
回
数
別
の
結
果

に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。

〈
検
討
結
果
〉

●
要
精
密
検
査
と
判
定
さ
れ
た
者（
以
下

「
要
精
検
者
」と
い
う
。）は
1
3
，1
4
3

人
で
要
精
検
率
は
7.7
%
で
あ
っ
た
。平
成
17

年
度
の
8.8
%
を
ピ
ー
ク
に
、そ
の
後
は
減
少

傾
向
に
あ
り
平
成
24
年
度
は
6.2
%
で
あ
っ

た
。

●
要
精
検
者
1
3
，1
4
3
人
の
う
ち
、精

密
検
査
を
受
診
し
た
の
は
9
，5
9
6
人

で
、精
検
受
診
率
は
73
．0
%
で
あ
っ
た
。依

然
と
し
て
約
3
割
の
要
精
検
者
が
未
受
診

で
あ
っ
た
。

●
初
回
受
診
者
の
割
合
は
年
々
減
少
傾
向
に

あ
り
、平
成
24
年
度
は
31
．1
％
で
あ
っ
た
。

●
平
成
24
年
度
は
、初
回
受
診
者
の
要
精
検

率
は
8.8
%
で
あ
り
、前
年
度
も
受
診
し
た
者

は
4.1
％
と
大
き
な
差
が
認
め
ら
れ
た
。ま

た
、受
診
す
る
間
隔
が
3
年
以
上
の
場
合
は

8.1
%
で
、受
診
す
る
間
隔
が
長
く
な
る
と
要

精
検
率
が
高
く
な
る
傾
向
に
あ
っ
た
。

●
が
ん
が
発
見
さ
れ
た
受
診
者
の
う
ち
、初

回
受
診
者
が
74
．3
%
を
占
め
た
。

当
施
設
に
お
け
る
腹
部
超
音
波

検
診
の
要
精
検
率
と
精
検
受
診
率

Topics

発
表
1

者
に
つ
い
て
引
き
続
き
市
町
村
を
通
じ

て
受
診
勧
奨
を
行
う
こ
と
を
報
告
し
ま

し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、症
例
検
討
で
は
、乳
房
超

音
波
検
査
に
お
い
て
、精
密
検
査
の
結
果

か
ら「
微
小
な
が
ん
」が
複
数
発
見
さ
れ

て
お
り
、代
表
世
話
人
の
植
野
映
委
員
か

ら「
健
診
協
会
職
員
の
技
術
水
準
の
高

さ
が
発
見
に
繋
が
っ
た
」と
の
コ
メ
ン
ト

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

で
、そ
の
概
要
に
つ
い
て
報
告
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

な
お
、紙
面
の
関
係
上
、原
文
の
一部
を
割

愛
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

乳
が
ん
検
診
研
究
委
員
会

（
Ｘ
線・超
音
波
）を
開
催
し

ま
し
た

消
化
器
が
ん
検
診
の
成
果
を

学
会
に
て
発
表
し
ま
し
た

サ
イ
バ
ニ
ク
ス

健
康
長
寿
社
会
を

支
え
る
最
先
端

要
介
護
1
）の
割
合
が
減
少
し
て
い
る
」と
い

う
効
果
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。今
後
は
、

「
指
導
士
と
活
動
の
場
を
増
や
し
、高
齢
者
に

近
づ
く
活
動
の
展
開
」と「
リ
ハ
ビ
リ
専
門
職

等
と
の
協
働
に
よ
る
要
介
護
者
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
の
工
夫
」を
推
奨
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

05 Vol.11 Vol.11
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〜
徳
川
光
圀
の
時
代
〜

　

光
圀
の
時
代
に
水
戸
藩
の
医
学
と
医
療
は

大
い
に
進
展
し
た
わ
け
で
す
が
、こ
れ
は
光

圀
自
身
の
高
い
関
心
と
奨
励
に
よ
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

光
圀
は「
奇
方
西
山
集
」と
い
う
書
物
を
自

ら
編
集
し
ま
し
た
。こ
の
書
物
は
多
数
の
病

名
を
挙
げ
服
用
す
べ
き
秘
伝
の
処
方
を
集
め

た
も
の
で
殿
様
自
ら
が
編
集
し
た
こ
と
は
他

の
藩
で
な
か
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

63
歳
で
藩
主
を
引
退
し
て
西
山
荘
に
移
り

住
ん
だ
光
圀
は
、侍
医（
藩
医
）の「
鈴
木
宋

与
」に「
救
民
妙
薬
」と
い
う
書
物（
3
9
7
も

の
薬
の
処
方
を
記
し
た
も
の
）を
編
さ
ん
さ

せ
ま
す
。後
に
全
国
に
普
及
し
、江
戸
時
代
の

一般
民
衆
も
含
め
て
大
変
重
宝
さ
れ
ま
し
た
。

　

世
界
初
の
サ
イ
ボ
ー
グ
型
ロ
ボ
ッ
ト「
ロ

ボ
ッ
ト
ス
ー
ツ
Ｈ
Ａ
Ｌ
」は
、人
・
機
械
・
情
報

系
を
融
合
複
合
さ
せ
た
新
学
術
領
域
サ
イ
バ

ニ
ク
ス
を
駆
使
す
る
こ
と
で
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、「
ロ
ボ
ッ
ト
ス
ー
ツ
Ｈ
Ａ
Ｌ
」の

実
演
や
、サ
イ
バ
ニ
ク
ス
技
術
に
よ
っ
て
築
き

上
げ
る
健
康
長
寿
社
会
の
未
来
開
拓
に
つ
い

て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

〜
徳
川
斉
昭
の
時
代
〜

　

1
8
2
9
年
に
斉
昭
が
藩
主
に
な
り
ま
し

た
。弘
道
館
を
つ
く
っ
た
有
名
な
殿
様
で
す
。

斉
昭
は
光
圀
と
並
び
、医
学
と
医
療
に
情
熱

を
傾
け
、「
景
山
奇
方
集（
漢
方
処
方
集
・
全
55

巻
）」を
約
30
年
か
け
て
作
り
ま
し
た
。1
8
4
1

年
に
弘
道
館
が
完
成
し
、そ
の
2
年
後
に
は

医
学
館
が
完
成
し
ま
す
。斉
昭
は
当
初
か
ら
、

医
学
館
を
組
み
込
む
形
で
弘
道
館
の
配
置
を

考
え
て
い
た
こ
と
が
平
面
図
か
ら
わ
か
り
ま

す
。ま
た
、医
学
館
は
、種
痘（
天
然
痘
の
予
防

接
種
）を
や
っ
た
こ
と
で
有
名
で
す
。水
戸
地

方
は
弘
道
館
が
で
き
て
数
年
後
、天
然
痘
が

大
流
行
し
て
多
数
の
死
者
が
で
ま
し
た
。そ

こ
で
医
学
館
で
は
毎
月
1
日
と
15
日
に
種
痘

日
を
設
け
、希
望
者
に
実
施
し
ま
し
た
。水
戸

藩
資
料
別
記
に
よ
る
と
、斉
昭
自
身
が
先
ず

自
分
の
子
供
達
に
種
痘
を
や
ら
せ
て
、大
丈

夫
で
あ
る
こ
と
を
侍
や
民
衆
に
分
か
ら
せ
ま

し
た（
当
時
、天
然
痘
の
予
防
に
牛
痘
ウ
イ
ル

ス
を
使
用
し
て
い
た
が
、恐
怖
心
か
ら
接
種

が
な
か
な
か
進
ま
な
か
っ
た
）。そ
の
子
供
の

中
に
後
の
徳
川
慶
喜
が
い
た
そ
う
で
す
。慶

喜
自
身
も
軽
い
天
然
痘
に
か
か
り
、現
在
の

偕
楽
園
に
隔
離
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　

水
戸
藩
は
、人
間
に
と
っ
て
一
つ
し
か
な

い
命
を
守
る
た
め
に
医
学
・
医
療
の
発
展
に

命
を
捧
げ
た
人
々
が
い
て
、大
き
な
貢
献
を

果
た
し
た
と
い
う
こ
と
の
一
端
が
、本
日
の

話
し
で
お
分
か
り
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま

す
。

　

講
演
に
先
立
ち
、大
田
仁
史
先
生
と
県
内

在
住
で
1
0
0
歳
を
超
え
た
元
気
な
高
齢
者

（
男
性
）と
の
対
談
を
行
い
、元
気
の
秘
訣
な

ど
を
伺
い
ま
し
た
。

　

対
談
者
は
、
90
歳
を
超
え
て
か
ら
幾
度
も
大

き
な
病
気
を
乗
り
越
え
、今
で
も
大
変
元
気

で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。元
気
の
秘
訣
は
、毎
朝

30
分
か
け
て
手
足
の
関
節
を
動
か
す
こ
と
と

趣
味
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
だ
そ
う
で
す
。檀
上

で
の
は
っ
き
り
と
し
た
口
調
と
ユ
ー
モ
ア
た
っ

ぷ
り
の

お
話
し

に
会
場

か
ら
大

き
な
拍

手
が
送

ら
れ
ま

し
た
。

　

昭
和
22
〜
24
年
生
ま
れ
の
団
塊
世
代
は
、時

代
ご
と
に
大
き
な
課
題
を
抱
え
て
お
り
、波
に

例
え
る
と
3
波
あ
り
ま
す
。2
0
1
5
年
は
年

金
問
題
、2
0
2
5
年
は
医
療
・
介
護
問
題
、

2
0
3
5
年
は
多
死
・
孤
立
死
問
題
で
す
。茨

城
県
の
調
査
に
よ
る
と
、こ
の
う
ち
医
療
の
津

波
は
既
に
到
来
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
ま

し
た
。特
定
健
診
を
受
け
た
方
を
追
跡
調
査
し

た
と
こ
ろ
、一
人
あ
た
り
の
年
間
医
療
費
は
、60

〜
64
歳
で
は
15
万
円
程
度
で
す
が
、65
歳
を
超

え
る
と
2
倍
以
上
に
増
え
て
い
ま
す
。団
塊

世
代
は
今
年
で
全
員
65
歳
以
上
と
な
り
、今
後
、

医
療
費
が
莫
大
に
増
え
て
い
き
ま
す
が
、国

で
医
療
費
の
全
て
を
賄
う
体
力
が
あ
る
と
は

思
え
ま
せ
ん
。対
策
と
し
て
は「
予
防
」し
か

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。防
ぎ
止
め
る
こ
と

を
で
き
る
だ
け
や
る
と
い
う
こ
と
が
基
本
と

な
っ
て
い
き
ま
す
。そ
し
て「『
予
防
』と
い
う

言
葉
を
包
括
的
に（
誰
し
も
が
）考
え
、段
階

的
に
整
理
す
る
」と
い
う
思
考
方
法
で
行
動

に
移
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
運
動
を
推
進
す
る「
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ

リ
体
操
指
導
士
」は
1
級
か
ら
3
級
ま
で
の

組
織
構
成
と
な
っ
て
お
り
、養
成
に
あ
た
っ
て

は
、1
級
有
資
格
者
が
2
級
・
3
級
を
育
て
る

と
い
う「
住
民
が
住
民
を
育
て
る
仕
組
み（
自

己
育
成
）」が
す
で
に
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

2
0
1
7
年
ま
で
に
1
万
人
の
養
成
を
目
標

に
し
て
お
り
、本
年
10
月
3
日
現
在
で
6
、3
0
0

人
超
を
養
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ
の

よ
う
な
事
業
を
全
県
下
で
実
践
し
て
い
る
の

は
茨
城
県
の
み
で
す
。2
0
0
4
年
に
モ
デ
ル

事
業
を
開
始
し
て
か
ら
継
続
し
て
取
り
組
ん

で
き
た
結
果
、「
養
成
者
が
増
え
る
に
つ
れ

て
、軽
度
の
要
介
護
認
定
者（
要
支
援
1
・
2
、

　

相
撲
甚
句（
す
も
う
じ
ん
く
）と
は
邦
楽

の
一
種
で
、大
相
撲
の
巡
業
な
ど
で
披
露
さ

れ
る
七
五
調
の
囃
子（
は
や
し
）歌
で
す
。

今
回
の
全
国
大
会
を
記
念
す
る
相
撲
甚
句

を
特
別
に
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、相
撲
甚
句
の
合
間
に
は
軽
快
な

ト
ー
ク
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、会
場
が
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

超
高
齢
社
会
は

『
予
防
』が

特
別
講
演

記
念
講
演

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

水
戸
藩
の
医
学
と
医
療
茨
城
大
学
名
誉
教
授 

文
学
博
士

文
化
講
演

鈴 

木  

暎 

一 

先
生

公
益
財
団
法
人
茨
城
県
総
合
健
診
協
会
副
会
長

茨
城
県
立
健
康
プ
ラ
ザ
管
理
者

元
大
相
撲
幕
内
力
士

大 

田  

仁 

史 

先
生

筑
波
大
学
大
学
院
シ
ス
テ
ム
情
報
工
学
研
究
科
教
授

筑
波
大
学
サ
イ
バ
ニ
ク
ス
研
究
セ
ン
タ
ー 

セ
ン
タ
ー
長

C
Y
B
E
R
D
Y
N
E
株
式
会
社

　

代
表
取
締
役
社
長
／
C
E
O

山 

海  

嘉 

之 

先
生

大 
至  
伸 

行 

氏

〽
ハ
ア
ー
エ
ー

意
欲
と
自
覚
の　

草
の
根
き
ず
な　
ヨ
ー

ア
ー　

戦
後
日
本
の
混
乱
を

努
力
と
信
念　

実
績
で

　　

見
事
乗
り
越
え　

確
立
は

　　　　

予
防
医
学
の　

土
俵
入
り

健
康
は　

自
身
の
み
な
ら
ず

社
会
の
大
事
な
財
産
よ

国
民
理
解
と
共
感
で

　　

健
康
寿
命
の
延
伸
は

　　　　

幸
せ
社
会
へ
の　
パ
ス
ポ
ー
ト

さ
ら
な
る
意
識
の
高
ま
り
と

医
へ
の
信
頼　

期
待
受
け

事
業
に
邁
進　

中
央
会

　　

健
診　

研
究　

教
育
を

　　　　

柱
に　

健
康
づ
く
り
の
輪

時
代
に
合
わ
せ
て　

開
か
れ
る

国
民
参
加
の
イ
ベ
ン
ト
も

数
え
て
５０
と
９
回
目

　　

水
戸
御
老
公
御
前
の

　　　　

茨
城
場
所
に　

乞
う
ご
期
待

２１
世
紀
の
世
の
中
の

健
康
づ
く
り
を　

大
テ
ー
マ

長
寿
社
会
の　
ヨ
ー
ホ
ホ
イ

露
払
い　
ヨ
ー

〜
予
防
を
包
括
的
・
段
階
的
に

　
　
　
　
　
　
　

整
理
し
行
動
す
る
〜

〜
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
の

　
　
　
　
　
　

効
果
と
今
後
の
展
望
〜

健
康
づ
く
り

相
撲
甚
句

茨
城
場
所

キ
ー
ワ
ー
ド

講演後には会場全体で
シルバーリハビリ体操をしました

し
ゅ
と
う

　

当
日
は
、多
く
の
皆
様
の
来
場
に
よ

り
盛
会
裏
に
大
会
を
終
了
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

当
協
会
は
、今
後
も
健
康
支
援
機
関

と
し
て
の
責
務
を
果
た
す
べ
く
、予
防
医

学
事
業
の
更
な
る
推
進
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。 大

会
を
終
え
て

　

去
る
8
月
7
日（
木
）に
平
成
26
年
度

第
1
回
乳
が
ん
検
診
研
究
委
員
会（
乳

房
Ｘ
線
検
査
）を
、ま
た
8
月
20
日（
水
）

に
は
平
成
26
年
度
第
1
回
乳
が
ん
検
診

研
究
委
員
会（
乳
房
超
音
波
検
査
）を
当

協
会
会
議
室
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、筑
波
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

病
院
の
専
門
医
や
技
術
職
員
も
参
加
し
、

当
協
会
職
員
を
含
め
る
と
そ
れ
ぞ
れ
約

50
名
の
出
席
の
も
と
、検
診
実
績
等
の
報

告
や
症
例
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
の
実
績
は
、県
内
37
市
町

村
で
5
8
、2
9
0
人
が
乳
が
ん
検
診

（
視
触
診
・
乳
房
Ｘ
線
・
乳
房
超
音
波
検

査
）を
受
診
し
て
お
り
、そ
の
う
ち
3
5
、

7
9
4
人
が
乳
房
Ｘ
検
査
を
受
診
し
前

年
度
に
比
べ
て
約
3.7
％
の
伸
び
と
な
っ
た

こ
と
等
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、要
精
密
検
査
者
の
医
療
機
関
受

診
状
況
は
、前
回
の
研
究
会
時（
H
26
年

2
〜
3
月
開
催
）に
精
密
検
査
を
未
受

診
で
あ
っ
た
者（
乳
房
X
線
：
1
3
人
、

乳
房
超
音
波
：
7
人
）の
う
ち
、一部
は
受

診
し
た
も
の
の（
乳
房
X
線
：
8
人
、乳

房
超
音
波
：
4
人
）、今
な
お
未
受
診
の

　

一
般
社
団
法
人
日
本
消
化
器
が
ん
検
診

学
会
関
東
甲
信
越
支
部
主
催
の「
第
74
回

日
本
消
化
器
が
ん
検
診
学
会
関
東
甲
信
越

支
部
地
方
会
」が
去
る
8
月
31
日（
日
）に

茨
城
県
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
ほ
か
2
会

場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。本
大
会
は
、「
消

化
器
が
ん
検
診
に
お
け
る
地
域
開
業
医
の

役
割
」を
テ
ー
マ
に
、関
東
甲
信
越
か
ら
有

識
者
が
集
い
日
頃
の
研
究
成
果
を
発
表

し
、意
見
交
換
も
積
極
的
に
行
わ
れ
ま
し

た
。当
協
会
で
は
2
題
発
表
し
ま
し
た
の

〈
対
象
及
び
方
法
〉

　

平
成
15
年
4
月
1
日
か
ら
25
年
3
月
31

日
ま
で
の
10
年
間
に
、腹
部
超
音
波
検
診
を

受
診
し
た
延
べ
1
7
0
，1
0
8
人
を
対
象

に
、①
精
密
検
査
が
必
要
と
判
定
さ
れ
た

割
合（
以
下「
要
精
検
率
」と
い
う
。）、②
精

密
検
査
を
受
診
し
た
割
合（
以
下「
精
検
受

診
率
」と
い
う
。）、③
受
診
回
数
別
の
結
果

に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。

〈
検
討
結
果
〉

●
要
精
密
検
査
と
判
定
さ
れ
た
者（
以
下

「
要
精
検
者
」と
い
う
。）は
1
3
，1
4
3

人
で
要
精
検
率
は
7.7
%
で
あ
っ
た
。平
成
17

年
度
の
8.8
%
を
ピ
ー
ク
に
、そ
の
後
は
減
少

傾
向
に
あ
り
平
成
24
年
度
は
6.2
%
で
あ
っ

た
。

●
要
精
検
者
1
3
，1
4
3
人
の
う
ち
、精

密
検
査
を
受
診
し
た
の
は
9
，5
9
6
人

で
、精
検
受
診
率
は
73
．0
%
で
あ
っ
た
。依

然
と
し
て
約
3
割
の
要
精
検
者
が
未
受
診

で
あ
っ
た
。

●
初
回
受
診
者
の
割
合
は
年
々
減
少
傾
向
に

あ
り
、平
成
24
年
度
は
31
．1
％
で
あ
っ
た
。

●
平
成
24
年
度
は
、初
回
受
診
者
の
要
精
検

率
は
8.8
%
で
あ
り
、前
年
度
も
受
診
し
た
者

は
4.1
％
と
大
き
な
差
が
認
め
ら
れ
た
。ま

た
、受
診
す
る
間
隔
が
3
年
以
上
の
場
合
は

8.1
%
で
、受
診
す
る
間
隔
が
長
く
な
る
と
要

精
検
率
が
高
く
な
る
傾
向
に
あ
っ
た
。

●
が
ん
が
発
見
さ
れ
た
受
診
者
の
う
ち
、初

回
受
診
者
が
74
．3
%
を
占
め
た
。

当
施
設
に
お
け
る
腹
部
超
音
波

検
診
の
要
精
検
率
と
精
検
受
診
率

Topics

発
表
1

者
に
つ
い
て
引
き
続
き
市
町
村
を
通
じ

て
受
診
勧
奨
を
行
う
こ
と
を
報
告
し
ま

し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、症
例
検
討
で
は
、乳
房
超

音
波
検
査
に
お
い
て
、精
密
検
査
の
結
果

か
ら「
微
小
な
が
ん
」が
複
数
発
見
さ
れ

て
お
り
、代
表
世
話
人
の
植
野
映
委
員
か

ら「
健
診
協
会
職
員
の
技
術
水
準
の
高

さ
が
発
見
に
繋
が
っ
た
」と
の
コ
メ
ン
ト

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

で
、そ
の
概
要
に
つ
い
て
報
告
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

な
お
、紙
面
の
関
係
上
、原
文
の
一部
を
割

愛
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

乳
が
ん
検
診
研
究
委
員
会

（
Ｘ
線・超
音
波
）を
開
催
し

ま
し
た

消
化
器
が
ん
検
診
の
成
果
を

学
会
に
て
発
表
し
ま
し
た

サ
イ
バ
ニ
ク
ス

健
康
長
寿
社
会
を

支
え
る
最
先
端

要
介
護
1
）の
割
合
が
減
少
し
て
い
る
」と
い

う
効
果
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。今
後
は
、

「
指
導
士
と
活
動
の
場
を
増
や
し
、高
齢
者
に

近
づ
く
活
動
の
展
開
」と「
リ
ハ
ビ
リ
専
門
職

等
と
の
協
働
に
よ
る
要
介
護
者
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
の
工
夫
」を
推
奨
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
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に
結
核
予
防
の
呼
び
掛
け
と
パ
ン
フ
レ
ッ

ト「
結
核
の
常
識
2
0
1
4
」等
を
配
布

し
ま
し
た
。

　

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
に
訪
れ
た
方
か
ら「
結

核
っ
て
今
で
も
あ
る
の（
発
症
し
て
い
る

の
）？
」と
質
問
を
受
け
、結
核
の
現
状
を

説
明
す
る
と「
て
っ
き
り
昔
の
病
気
だ
と

思
っ
て
い
た
」と
述
べ
、現
在
も
身
近
な
病

気
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
認
識
さ
れ
ま

し
た
。

　

厚
生
労
働
省
の
統
計
に
よ
る
と
、茨
城

県
内
で
は
毎
年
約
4
0
0
人
も
の
方
が

　

今
年
度
の
結
核
予
防
週
間（
9
月
24

〜
30
日
）に
合
せ
て
、茨
城
県
及
び
茨
城

県
地
域
女
性
団
体
連
絡
会
と
と
も
に
、

県
内
3
ヵ
所
で「
結
核
予
防
週
間
街
頭

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
実
施
し
ま
し
た
。

　

9
月
10
日（
水
）は
、つ
く
ば
市
の
T
X

研
究
学
園
駅
に
て
朝
の
通
勤
・
通
学
の

方
々
を
主
な
対
象
に
、ま
た
9
月
25
日

（
木
）は
鹿
嶋
市
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
チ
ェ
リ
オ
、9
月
28
日（
日
）は
水
戸

市
の
イ
オ
ン
モ
ー
ル
水
戸
内
原
に
て

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
等
に
訪
れ
た
方
々
を
対
象

新
た
に
結

核
に
か
か
り
、40

人
以
上
の
方
が
命
を
落

と
し
て
い
る
重
大
な
感
染
症
で
す
。

　

早
期
発
見
の
た
め
一
人
で
も
多
く
の
方

に
結
核
健
診
を
受
け
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

〝
茨
城
よ
ろ
こ
び
の
会
（
が
ん
患
者
の

会
）〞が
定
期
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、「
前
立
腺
が
ん
の
ロ
ボ
ッ
ト
支

援
手
術
と
今
後
の
展
望
」と
題
し
て
株
式

会
社
日
立
製
作
所
日
立
総
合
病
院
副
院
長

兼
泌
尿
器
科
主
任
医
長
の
堤 

雅 

一 

先
生
に

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

日
立
総
合
病
院
は
、平
成
23
年
9
月
に

北
関
東
で
初
め
て
最
先
端
の
内
視
鏡
手

術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト「
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
」を
導
入

し
て
お
り
、ア
ー
ム
操
作
研
修
時
の
苦
労

話
や
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
に
よ
る
前
立
腺
が
ん
手

術
の
概
略
、こ
れ
ま
で
の
実
績
の
ほ
か
、術

後
の
身
体
的
負
担
の
軽
減
な
ど
、ユ
ー
モ

ア
を
交
え
な
が
ら
熱
心
に
説
明
さ
れ
ま
し

た
。参
加
者
か
ら
は
様
々
な
質
問
が
寄
せ

ら
れ
関
心
の
高
さ
が
伺
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、講
演
後
に
は
、ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

〝
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
〞が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、同
時
開
催
と
し
て
、医
療
法
人

　

10
月
25
日（
土
）、県
立
健
康
プ
ラ
ザ

大
会
議
室
に
お
い
て
「
第
22
回
が
ん

フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
開
催
し
ま
し
た
。こ
の
イ

ベ
ン
ト
は
、が
ん
に
関
す
る
正
し
い
知
識

や
最
新
の
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
当
協
会
が
事
務
局
を
務
め
る

第
22
回
が
ん
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
し
た

社
団
い
ば
ら
き
会
理
事
長
の
照
沼 

秀
也

先
生
に
よ
る「
無
料
が
ん
相
談
」が
今
回

も
行
わ
れ
、希
望
者
の
個
別
相
談
に
対
し

て
丁
寧
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
専
門
医
の
説
明
に

納
得
し
ま
し
た
」「
茨
城
よ
ろ
こ
び
の

会
の
存
在
を
知
り
、良
か
っ
た
」「
地
域

の
た
め
、こ
れ
か
ら
も
続
け
て
く
だ
さ

い
」
等
、た
く
さ
ん
の
ご
意
見
・
ご
感
想

が
寄
せ
ら
れ
、茨
城
よ
ろ
こ
び
の
会
に

と
っ
て
も
大
変
意
義
深
い
イ
ベ
ン
ト
と

な
り
ま
し
た
。

　

茨
城
よ
ろ
こ
び
の
会
で
は
、新
規
会

員
を
常
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
が
ん

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
ほ
か
、各
種
会
合
な
ど

定
期
的
に
集
ま
り
親
睦
を
深
め
て
い
ま

す
の
で
、ご
興
味
の
あ
る
方
は
、お
気
軽

に
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
〔
経
営
企
画
室
〕

　
　
　

☎
0
2
9（
2
4
1
）0
0
1
1
㈹

　

私
た
ち
精
度
管
理
課
は
、が
ん
検
診
等

に
お
け
る「
最
終
判
定
」に
深
く
関
わ
り
、

検
診
の
精
度
を
維
持
・
向
上
す
る
た
め
の

様
々
な
業
務
を
８
名
の
ス
タ
ッ
フ
で
行
っ

て
い
ま
す
。

各
課
紹
介　

第
６
弾

組
織
及
び
人
員

　

主
な
業
務
は
，次
の
４
つ
が
中
心
と
な

り
ま
す
。

①　

胸
部
、胃
部
、乳
房
、腹
部
の
が
ん
検

診
で
撮
影
さ
れ
た
画
像
の
結
果
処
理

や
特
定
健
診
な
ど
で
行
わ
れ
て
い
る

眼
底
、心
電
図
検
査
の
結
果
処
理

②　

が
ん
検
診
に
お
け
る
要
精
密
検
査

者
の
追
跡
調
査

③　

各
種
が
ん
検
診
な
ど
に
関
す
る
統

計・業
務
解
析
等

④　

各
種
検
診
研
究
委
員
会
の
運
営

　

検
診
の
精
度
向
上
及
び
そ
の
評
価
を

行
う
た
め
に
、茨
城
県
の
事
業
で
あ
る

「
が
ん
検
診
追
跡
調
査
等
事
業
」を
受
託

し
て
い
ま
す
。こ
の
事
業
は
、市
町
村
が

実
施
し
た
が
ん
検
診
の
要
精
密
検
査
者

を
登
録
管
理
す
る
と
と
も
に
、各
精
密
検

査
医
療
機
関
か
ら
収
集
し
た
精
検
結
果

や
治
療
情
報
と
突
合
す
る
こ
と
で
、精
密

検
査
未
受
診
者
へ
の
受
診
勧
奨
や
検
診

精
度
の
評
価
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
は
、県
が
設
置

す
る
生
活
習
慣
病
検
診
等
管
理
指
導
協

議
会
各
が
ん
部
会
や
当
協
会
各
種
研
究

委
員
会
で
の
検
討
資
料
と
し
て
活
用
さ

れ
、行
政
運
営
等
様
々
な
場
面
で
活
か
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

当
協
会
に
は
、12
の
各
種
検
診
研
究
委

員
会
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、こ
れ
ら
の
う

ち
９
つ
の
研
究
委
員
会
の
事
務
局
を
担

当
し
て
い
る
の
が
当
課
に
な
り
ま
す
。

　

研
究
委
員
会
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
医

師
で
構
成
さ
れ
、検
診
の
評
価
や
よ
り
良

い
検
査
方
法
に
つ
い
て
意
見
交
換
等
が

行
わ
れ
ま
す
。そ
の
際
の
情
報
提
供
を
行

う
の
は
当
課
の
役
割
で
あ
り
、先
述
の

「
が
ん
検
診
追
跡
調
査
等
事
業
」で
収
集

し
た
デ
ー
タ
な
ど
、膨
大
な
検
診
情
報
を

基
に
統
計
解
析
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、研
究
委
員
会
で
は
症
例
検
討
会

を
開
催
し
、そ
の
症
例
が
的
確
に
描
出
さ

れ
て
い
る
か
、適
切
な
濃
度
で
撮
影
さ
れ

て
い
る
か
、改
善
す
る
余
地
は
あ
る
か
な

ど
の
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、毎
年
、全
国
の
学
会
等
へ
参

加
し
、新
た
な
検
査
手
法
や
評
価
方
法
等

の
知
見
を
深
め
る
と
と
も
に
、得
ら
れ
た

情
報
を
課
内
で
常
に
共
有
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
業
務
の
性
質
上
、受
診
者
の
皆

様
と
直
接
お
会
い
す
る
機
会
は
あ
ま
り

ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、皆
様
に
信
頼
さ
れ
、

満
足
し
て
い
た
だ
け
る
検
診
を
提
供
で

き
る
よ
う
、課
員
一同
、今
後
も
日
々
努
力

を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

業 

務 

内 

容

　

画
像
等
の
結
果
処
理
に
お
い
て
は
、当

課
員
以
外
に
も
、専
門
医
師
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、診
療
放
射
線
技
師
や
超
音
波
検

査
技
師
、臨
床
検
査
技
師
が
協
力
し
て
業

務
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。私
た
ち
は
，皆
様

の
お
手
元
に
少
し
で
も
早
く
結
果
を
お

知
ら
せ
す
る
た
め
，毎
日
が
時
間
と
の
闘

い
で
す
。

　

最
終
判
定
は
、専
門
医
師
が
画
像
等
を

見
て「
異
常
な
し
」「
要
精
密
検
査
」等
を

決
定
し
て
い
ま
す
。要
精
密
検
査
と
判
定

さ
れ
た
受
診
者
に
は
、医
療
機
関
で
精
密

検
査
を
必
ず
受
け
て
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
し
て
い
ま
す
が
、当
協
会
の
実
績
に

よ
る
と
、が
ん
検
診
に
お
け
る
対
象
者
の

う
ち
お
よ
そ
３
割
の
方
が
精
密
検
査
を

受
け
て
い
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。そ
こ

で
、本
年
度
か
ら
は
、精
密
検
査
の
受
診

率
が
特
に
低
い
職
域
の
が
ん
検
診
を
対

象
に「
精
密
検
査
受
診
勧
奨
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
」を
新
た
に
作
成
し
、要
精
検
者
に
対

し
て
結
果
通
知
書
等
と
と
も
に
お
送
り

し
、精
密
検
査
の
解
説
や
予
約
方
法
等
の

詳
細
な
情
報
提
供
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、時
代
の
変
化
と
と
も
に
検
診
も

デ
ジ
タ
ル
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。例
え

ば
、が
ん
検
診
の
Ｘ
線
撮
影
は
、こ
れ
ま

で
の
フ
ィ
ル
ム
を
用
い
た
ア
ナ
ロ
グ
撮
影

か
ら
デ
ジ
タ
ル
撮
影
に
変
わ
り
、そ
れ
に

伴
い
検
診
後
は
フ
ィ
ル
ム
の
現
像
が
無
く

な
り
、画
像
デ
ー
タ
を
登
録
し
専
用
ソ
フ

ト
を
用
い
て
Ｐ
Ｃ
モ
ニ
タ
に
映
し
出
し
て

異
常
の
有
無
を
判
定
し
て
い
ま
す（
写

真
）。

　

モ
ニ
タ
に
よ
る
判
定
の
特
長
は
、「
瞬

時
に
過
去
の
画
像
を
呼
び
出
す
こ
と
で

円
滑
な
比
較
読
影
を
行
え
る
こ
と
」
、

「
画
像
の
拡
大
、反
転
等
の
処
理
が
行
え

る
こ
と
」の
ほ
か
、「
過
去
の
検
診
受
診
履

歴
」、「
精
密
検
査
結
果
」、「
手
術
歴
や
既

往
歴
」、「
技
師
所
見
」等
の
必
要
な
情
報

が
全
て
表
示
さ
れ
る
こ
と
で
す
。ま
た
、

独
自
の
レ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ

り
、介
助
者
が
判
定
結
果
を
同
時
に
入
力

し
て
お
り
、デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
り
判
定
業

務
の
効
率
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

な
お
、当
協
会
の
判
定
は
、豊
富
な
経

験
と
実
績
を
持
ち
合
わ
せ
た
県
内
外
の

専
門
医
・
指
導
医
等
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ

た
当
協
会
各
種
検
診
研
究
委
員
会
の
委

員
が
担
当
し
て
い
ま
す
（
詳
細
は
後

述
）。

　

そ
の
ほ
か
、精
密
検
査
医
療
機
関
の
主

治
医
の
求
め
に
応
じ
、診
断
に
役
立
つ
よ
う

画
像
等
の
貸
出
業
務
も
行
っ
て
い
ま
す
。

判 

定 

業 

務

メ
ッ
セ
ー
ジ

が
ん
検
診
追
跡
調
査
等
事
業

各
種
検
診
研
究
委
員
会
の
運
営

各部門
めぐり

〜
精
度
管
理
課
〜

表  各種検診研究委員会一覧

肺がん検診研究委員会

消化器検診研究委員会

眼底検査研究委員会

細胞検査診断委員会
（肺がん）

乳がん検診研究委員会
（乳房Ｘ線検査）

肝臓病検診研究委員会

心電図検査研究委員会 腹部超音波検診
研究委員会

先天性代謝異常症等
研究委員会

前立腺がん検診
研究委員会

細胞検査診断委員会
（子宮がん）

乳がん検診研究委員会
（乳房超音波検査）

胃部X線デジタル画像の読影

　

当
協
会
で
は
、胃
が
ん
検
診
に
お
け
る
危

険
性
を
回
避
し
て
安
全
に
受
け
て
い
た
だ

く
こ
と
を
目
的
に
、受
診
時
の
絶
対
禁
忌
・

相
対
禁
忌
事
項
を
記
載
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
を
作
成
し
、受
診
者
に
事
前
配
布
し
て
き

ま
し
た
。平
成
26
年
度
か
ら
は「
受
診
で
き

る
か
・で
き
な
い
か
」を
わ
か
り
や
す
く
明

示
す
る
た
め
、日
本
消
化
器
が
ん
検
診
学
会

関
東
甲
信
越
地
方
会
発
刊「
胃
X
線
検
診

安
全
基
準
」に
準
じ
た
内
容
に
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
を
更
新
し
ま
し
た
。

発
表
２

当
施
設
に
お
け
る
胃
X
線
検
診

安
全
基
準
導
入
に
つ
い
て

　

以
上
か
ら
、「
精
密
検
査
を
受
け
て
い
な

い
約
3
割
に
は
重
篤
な
疾
患
の
放
置
が
危

惧
さ
れ
る
こ
と
」、さ
ら
に
は「
検
診
の
受

診
間
隔
が
長
く
な
る
と
要
精
検
率
が
高
く

な
る
こ
と
か
ら
、早
期
発
見
の
た
め
に
年
1

回
受
診
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
」を

強
く
訴
え
ま
し
た
。

〈
主
な
変
更
点
〉

　

安
全
に
検
診
を
受
け
て
い
た
だ
く
た
め

の
基
準
項
目
を
追
加
し
ま
し
た
。

●
脳
血
管
障
害
な
ど
で
嚥
下
障
害
が
あ
る
。

●
検
診
当
日
の
血
圧
が
収
縮
期
血
圧

1
8
0
ｍ
ｍ
H
ｇ
以
上
ま
た
は
拡
張
期
血
圧

1
1
0
ｍ
ｍ
H
ｇ
以
上
と
著
し
く
高
い
。

〈
新
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
運
用
に
あ
た
っ
て
〉

●
胃
が
ん
検
診
に
関
わ
る
渉
外
担
当
職
員

や
検
診
時
の
問
診
を
担
当
す
る
看
護
師
、胃

が
ん
検
診
を
補
助
す
る
職
員
等
へ「
胃
X
線

検
診
安
全
基
準
」の
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

●
実
施
主
体
で
あ
る
市
町
村
や
事
業
所
の

担
当
者
に
は
、渉
外
担
当
職
員
が
事
前
説

明
を
行
い
ま
し
た
。

〈
検
診
会
場
で
の
対
応
〉

　

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
明
記
し
た
基
準
に
該

当
す
る
方
に
は
、「
胃
X
線
検
診
安
全
基

準
」を
提
示
し
て
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
、

か
か
り
つ
け
医
療
機
関
な
ど
で
の
検
査
を

推
奨
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
胃
X
線
検
診
の
安
全
基
準
を
遵

守
し
、よ
り
い
っ
そ
う
安
全
で
精
度
の
高
い

胃
が
ん
検
診
を
推
進
し
ま
す
。

要精検者数 精検受診者数 精検受診率
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結
核
予
防
週
間
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
し
た
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に
結
核
予
防
の
呼
び
掛
け
と
パ
ン
フ
レ
ッ

ト「
結
核
の
常
識
2
0
1
4
」等
を
配
布

し
ま
し
た
。

　

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
に
訪
れ
た
方
か
ら「
結

核
っ
て
今
で
も
あ
る
の（
発
症
し
て
い
る

の
）？
」と
質
問
を
受
け
、結
核
の
現
状
を

説
明
す
る
と「
て
っ
き
り
昔
の
病
気
だ
と

思
っ
て
い
た
」と
述
べ
、現
在
も
身
近
な
病

気
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
認
識
さ
れ
ま

し
た
。

　

厚
生
労
働
省
の
統
計
に
よ
る
と
、茨
城

県
内
で
は
毎
年
約
4
0
0
人
も
の
方
が

　

今
年
度
の
結
核
予
防
週
間（
9
月
24

〜
30
日
）に
合
せ
て
、茨
城
県
及
び
茨
城

県
地
域
女
性
団
体
連
絡
会
と
と
も
に
、

県
内
3
ヵ
所
で「
結
核
予
防
週
間
街
頭

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
実
施
し
ま
し
た
。

　

9
月
10
日（
水
）は
、つ
く
ば
市
の
T
X

研
究
学
園
駅
に
て
朝
の
通
勤
・
通
学
の

方
々
を
主
な
対
象
に
、ま
た
9
月
25
日

（
木
）は
鹿
嶋
市
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
チ
ェ
リ
オ
、9
月
28
日（
日
）は
水
戸

市
の
イ
オ
ン
モ
ー
ル
水
戸
内
原
に
て

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
等
に
訪
れ
た
方
々
を
対
象

新
た
に
結

核
に
か
か
り
、40

人
以
上
の
方
が
命
を
落

と
し
て
い
る
重
大
な
感
染
症
で
す
。

　

早
期
発
見
の
た
め
一
人
で
も
多
く
の
方

に
結
核
健
診
を
受
け
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

〝
茨
城
よ
ろ
こ
び
の
会
（
が
ん
患
者
の

会
）〞が
定
期
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、「
前
立
腺
が
ん
の
ロ
ボ
ッ
ト
支

援
手
術
と
今
後
の
展
望
」と
題
し
て
株
式

会
社
日
立
製
作
所
日
立
総
合
病
院
副
院
長

兼
泌
尿
器
科
主
任
医
長
の
堤 

雅 

一 

先
生
に

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

日
立
総
合
病
院
は
、平
成
23
年
9
月
に

北
関
東
で
初
め
て
最
先
端
の
内
視
鏡
手

術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト「
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
」を
導
入

し
て
お
り
、ア
ー
ム
操
作
研
修
時
の
苦
労

話
や
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
に
よ
る
前
立
腺
が
ん
手

術
の
概
略
、こ
れ
ま
で
の
実
績
の
ほ
か
、術

後
の
身
体
的
負
担
の
軽
減
な
ど
、ユ
ー
モ

ア
を
交
え
な
が
ら
熱
心
に
説
明
さ
れ
ま
し

た
。参
加
者
か
ら
は
様
々
な
質
問
が
寄
せ

ら
れ
関
心
の
高
さ
が
伺
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、講
演
後
に
は
、ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

〝
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
〞が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、同
時
開
催
と
し
て
、医
療
法
人

　

10
月
25
日（
土
）、県
立
健
康
プ
ラ
ザ

大
会
議
室
に
お
い
て
「
第
22
回
が
ん

フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
開
催
し
ま
し
た
。こ
の
イ

ベ
ン
ト
は
、が
ん
に
関
す
る
正
し
い
知
識

や
最
新
の
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
当
協
会
が
事
務
局
を
務
め
る

第
22
回
が
ん
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
し
た

社
団
い
ば
ら
き
会
理
事
長
の
照
沼 

秀
也

先
生
に
よ
る「
無
料
が
ん
相
談
」が
今
回

も
行
わ
れ
、希
望
者
の
個
別
相
談
に
対
し

て
丁
寧
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
専
門
医
の
説
明
に

納
得
し
ま
し
た
」「
茨
城
よ
ろ
こ
び
の

会
の
存
在
を
知
り
、良
か
っ
た
」「
地
域

の
た
め
、こ
れ
か
ら
も
続
け
て
く
だ
さ

い
」
等
、た
く
さ
ん
の
ご
意
見
・
ご
感
想

が
寄
せ
ら
れ
、茨
城
よ
ろ
こ
び
の
会
に

と
っ
て
も
大
変
意
義
深
い
イ
ベ
ン
ト
と

な
り
ま
し
た
。

　

茨
城
よ
ろ
こ
び
の
会
で
は
、新
規
会

員
を
常
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
が
ん

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
ほ
か
、各
種
会
合
な
ど

定
期
的
に
集
ま
り
親
睦
を
深
め
て
い
ま

す
の
で
、ご
興
味
の
あ
る
方
は
、お
気
軽

に
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
〔
経
営
企
画
室
〕

　
　
　

☎
0
2
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2
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私
た
ち
精
度
管
理
課
は
、が
ん
検
診
等

に
お
け
る「
最
終
判
定
」に
深
く
関
わ
り
、

検
診
の
精
度
を
維
持
・
向
上
す
る
た
め
の

様
々
な
業
務
を
８
名
の
ス
タ
ッ
フ
で
行
っ

て
い
ま
す
。

各
課
紹
介　

第
６
弾

組
織
及
び
人
員

　

主
な
業
務
は
，次
の
４
つ
が
中
心
と
な

り
ま
す
。

①　

胸
部
、胃
部
、乳
房
、腹
部
の
が
ん
検

診
で
撮
影
さ
れ
た
画
像
の
結
果
処
理

や
特
定
健
診
な
ど
で
行
わ
れ
て
い
る

眼
底
、心
電
図
検
査
の
結
果
処
理

②　

が
ん
検
診
に
お
け
る
要
精
密
検
査

者
の
追
跡
調
査

③　

各
種
が
ん
検
診
な
ど
に
関
す
る
統

計・業
務
解
析
等

④　

各
種
検
診
研
究
委
員
会
の
運
営

　

検
診
の
精
度
向
上
及
び
そ
の
評
価
を

行
う
た
め
に
、茨
城
県
の
事
業
で
あ
る

「
が
ん
検
診
追
跡
調
査
等
事
業
」を
受
託

し
て
い
ま
す
。こ
の
事
業
は
、市
町
村
が

実
施
し
た
が
ん
検
診
の
要
精
密
検
査
者

を
登
録
管
理
す
る
と
と
も
に
、各
精
密
検

査
医
療
機
関
か
ら
収
集
し
た
精
検
結
果

や
治
療
情
報
と
突
合
す
る
こ
と
で
、精
密

検
査
未
受
診
者
へ
の
受
診
勧
奨
や
検
診

精
度
の
評
価
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
は
、県
が
設
置

す
る
生
活
習
慣
病
検
診
等
管
理
指
導
協

議
会
各
が
ん
部
会
や
当
協
会
各
種
研
究

委
員
会
で
の
検
討
資
料
と
し
て
活
用
さ

れ
、行
政
運
営
等
様
々
な
場
面
で
活
か
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

当
協
会
に
は
、12
の
各
種
検
診
研
究
委

員
会
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、こ
れ
ら
の
う

ち
９
つ
の
研
究
委
員
会
の
事
務
局
を
担

当
し
て
い
る
の
が
当
課
に
な
り
ま
す
。

　

研
究
委
員
会
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
医

師
で
構
成
さ
れ
、検
診
の
評
価
や
よ
り
良

い
検
査
方
法
に
つ
い
て
意
見
交
換
等
が

行
わ
れ
ま
す
。そ
の
際
の
情
報
提
供
を
行

う
の
は
当
課
の
役
割
で
あ
り
、先
述
の

「
が
ん
検
診
追
跡
調
査
等
事
業
」で
収
集

し
た
デ
ー
タ
な
ど
、膨
大
な
検
診
情
報
を

基
に
統
計
解
析
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、研
究
委
員
会
で
は
症
例
検
討
会

を
開
催
し
、そ
の
症
例
が
的
確
に
描
出
さ

れ
て
い
る
か
、適
切
な
濃
度
で
撮
影
さ
れ

て
い
る
か
、改
善
す
る
余
地
は
あ
る
か
な

ど
の
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、毎
年
、全
国
の
学
会
等
へ
参

加
し
、新
た
な
検
査
手
法
や
評
価
方
法
等

の
知
見
を
深
め
る
と
と
も
に
、得
ら
れ
た

情
報
を
課
内
で
常
に
共
有
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
業
務
の
性
質
上
、受
診
者
の
皆

様
と
直
接
お
会
い
す
る
機
会
は
あ
ま
り

ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、皆
様
に
信
頼
さ
れ
、

満
足
し
て
い
た
だ
け
る
検
診
を
提
供
で

き
る
よ
う
、課
員
一同
、今
後
も
日
々
努
力

を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

業 

務 

内 

容

　

画
像
等
の
結
果
処
理
に
お
い
て
は
、当

課
員
以
外
に
も
、専
門
医
師
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、診
療
放
射
線
技
師
や
超
音
波
検

査
技
師
、臨
床
検
査
技
師
が
協
力
し
て
業

務
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。私
た
ち
は
，皆
様

の
お
手
元
に
少
し
で
も
早
く
結
果
を
お

知
ら
せ
す
る
た
め
，毎
日
が
時
間
と
の
闘

い
で
す
。

　

最
終
判
定
は
、専
門
医
師
が
画
像
等
を

見
て「
異
常
な
し
」「
要
精
密
検
査
」等
を

決
定
し
て
い
ま
す
。要
精
密
検
査
と
判
定

さ
れ
た
受
診
者
に
は
、医
療
機
関
で
精
密

検
査
を
必
ず
受
け
て
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
し
て
い
ま
す
が
、当
協
会
の
実
績
に

よ
る
と
、が
ん
検
診
に
お
け
る
対
象
者
の

う
ち
お
よ
そ
３
割
の
方
が
精
密
検
査
を

受
け
て
い
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。そ
こ

で
、本
年
度
か
ら
は
、精
密
検
査
の
受
診

率
が
特
に
低
い
職
域
の
が
ん
検
診
を
対

象
に「
精
密
検
査
受
診
勧
奨
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
」を
新
た
に
作
成
し
、要
精
検
者
に
対

し
て
結
果
通
知
書
等
と
と
も
に
お
送
り

し
、精
密
検
査
の
解
説
や
予
約
方
法
等
の

詳
細
な
情
報
提
供
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、時
代
の
変
化
と
と
も
に
検
診
も

デ
ジ
タ
ル
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。例
え

ば
、が
ん
検
診
の
Ｘ
線
撮
影
は
、こ
れ
ま

で
の
フ
ィ
ル
ム
を
用
い
た
ア
ナ
ロ
グ
撮
影

か
ら
デ
ジ
タ
ル
撮
影
に
変
わ
り
、そ
れ
に

伴
い
検
診
後
は
フ
ィ
ル
ム
の
現
像
が
無
く

な
り
、画
像
デ
ー
タ
を
登
録
し
専
用
ソ
フ

ト
を
用
い
て
Ｐ
Ｃ
モ
ニ
タ
に
映
し
出
し
て

異
常
の
有
無
を
判
定
し
て
い
ま
す（
写

真
）。

　

モ
ニ
タ
に
よ
る
判
定
の
特
長
は
、「
瞬

時
に
過
去
の
画
像
を
呼
び
出
す
こ
と
で

円
滑
な
比
較
読
影
を
行
え
る
こ
と
」
、

「
画
像
の
拡
大
、反
転
等
の
処
理
が
行
え

る
こ
と
」の
ほ
か
、「
過
去
の
検
診
受
診
履

歴
」、「
精
密
検
査
結
果
」、「
手
術
歴
や
既

往
歴
」、「
技
師
所
見
」等
の
必
要
な
情
報

が
全
て
表
示
さ
れ
る
こ
と
で
す
。ま
た
、

独
自
の
レ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ

り
、介
助
者
が
判
定
結
果
を
同
時
に
入
力

し
て
お
り
、デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
り
判
定
業

務
の
効
率
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

な
お
、当
協
会
の
判
定
は
、豊
富
な
経

験
と
実
績
を
持
ち
合
わ
せ
た
県
内
外
の

専
門
医
・
指
導
医
等
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ

た
当
協
会
各
種
検
診
研
究
委
員
会
の
委

員
が
担
当
し
て
い
ま
す
（
詳
細
は
後

述
）。

　

そ
の
ほ
か
、精
密
検
査
医
療
機
関
の
主

治
医
の
求
め
に
応
じ
、診
断
に
役
立
つ
よ
う

画
像
等
の
貸
出
業
務
も
行
っ
て
い
ま
す
。

判 

定 

業 

務

メ
ッ
セ
ー
ジ

が
ん
検
診
追
跡
調
査
等
事
業

各
種
検
診
研
究
委
員
会
の
運
営

各部門
めぐり

〜
精
度
管
理
課
〜

表  各種検診研究委員会一覧

肺がん検診研究委員会

消化器検診研究委員会

眼底検査研究委員会

細胞検査診断委員会
（肺がん）

乳がん検診研究委員会
（乳房Ｘ線検査）

肝臓病検診研究委員会

心電図検査研究委員会 腹部超音波検診
研究委員会

先天性代謝異常症等
研究委員会

前立腺がん検診
研究委員会

細胞検査診断委員会
（子宮がん）

乳がん検診研究委員会
（乳房超音波検査）

胃部X線デジタル画像の読影

　

当
協
会
で
は
、胃
が
ん
検
診
に
お
け
る
危

険
性
を
回
避
し
て
安
全
に
受
け
て
い
た
だ

く
こ
と
を
目
的
に
、受
診
時
の
絶
対
禁
忌
・

相
対
禁
忌
事
項
を
記
載
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
を
作
成
し
、受
診
者
に
事
前
配
布
し
て
き

ま
し
た
。平
成
26
年
度
か
ら
は「
受
診
で
き

る
か
・で
き
な
い
か
」を
わ
か
り
や
す
く
明

示
す
る
た
め
、日
本
消
化
器
が
ん
検
診
学
会

関
東
甲
信
越
地
方
会
発
刊「
胃
X
線
検
診

安
全
基
準
」に
準
じ
た
内
容
に
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
を
更
新
し
ま
し
た
。

発
表
２

当
施
設
に
お
け
る
胃
X
線
検
診

安
全
基
準
導
入
に
つ
い
て

　

以
上
か
ら
、「
精
密
検
査
を
受
け
て
い
な

い
約
3
割
に
は
重
篤
な
疾
患
の
放
置
が
危

惧
さ
れ
る
こ
と
」、さ
ら
に
は「
検
診
の
受

診
間
隔
が
長
く
な
る
と
要
精
検
率
が
高
く

な
る
こ
と
か
ら
、早
期
発
見
の
た
め
に
年
1

回
受
診
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
」を

強
く
訴
え
ま
し
た
。

〈
主
な
変
更
点
〉

　

安
全
に
検
診
を
受
け
て
い
た
だ
く
た
め

の
基
準
項
目
を
追
加
し
ま
し
た
。

●
脳
血
管
障
害
な
ど
で
嚥
下
障
害
が
あ
る
。

●
検
診
当
日
の
血
圧
が
収
縮
期
血
圧

1
8
0
ｍ
ｍ
H
ｇ
以
上
ま
た
は
拡
張
期
血
圧

1
1
0
ｍ
ｍ
H
ｇ
以
上
と
著
し
く
高
い
。

〈
新
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
運
用
に
あ
た
っ
て
〉

●
胃
が
ん
検
診
に
関
わ
る
渉
外
担
当
職
員

や
検
診
時
の
問
診
を
担
当
す
る
看
護
師
、胃

が
ん
検
診
を
補
助
す
る
職
員
等
へ「
胃
X
線

検
診
安
全
基
準
」の
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

●
実
施
主
体
で
あ
る
市
町
村
や
事
業
所
の

担
当
者
に
は
、渉
外
担
当
職
員
が
事
前
説

明
を
行
い
ま
し
た
。

〈
検
診
会
場
で
の
対
応
〉

　

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
明
記
し
た
基
準
に
該

当
す
る
方
に
は
、「
胃
X
線
検
診
安
全
基

準
」を
提
示
し
て
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
、

か
か
り
つ
け
医
療
機
関
な
ど
で
の
検
査
を

推
奨
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
胃
X
線
検
診
の
安
全
基
準
を
遵

守
し
、よ
り
い
っ
そ
う
安
全
で
精
度
の
高
い

胃
が
ん
検
診
を
推
進
し
ま
す
。

要精検者数 精検受診者数 精検受診率
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精検受診者数・精検受診率の年次推移

結
核
予
防
週
間
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
し
た

060707 Vol.11 Vol.11

2C 2C



公益財団法人 茨城県総合健診協会  機関紙

特　集 第59回 予防医学事業推進全国大会を
開催しました
・乳がん検診研究委員会（Ｘ線・超音波）を開催しました
・消化器がん検診の成果を学会にて発表しました
・結核予防週間街頭キャンペーンを行いました
・第22回がんフォーラムを開催しました

Topics

Vol.11 CONTENTS 　寒暖の差が厳しくなり，体調管理が特に難しい季節となっ
てきました。休日に買い物に行くと，防寒用品の陳列が目に
つき，「冬支度を始めなければいけないな～」と気ぜわしく
なります。
　気象庁が発表した予報によると，「今冬の東日本は平年
並みか暖かい見込み」とのことですが，そうは言っても十分
に寒い日々を過ごすことになると思います・・・。
　そんな時には，温かいものが食べたくなりますよね。ある

グルメサイトによると，今年は，あの大ヒット映画“アナと
雪の女王”にあやかって，“白”と“雪”を連想させる食
材・スープを使用した，見た目にも冬を感じて楽しめる
白い鍋＝「雪見鍋」に注目が集まっているそうです。例
えば大根おろし・とろろなど白いものをたっぷり使用し
た鍋や，濃厚なとんこつスープで白濁した鍋が冬を感じ
させるとのことです。大根やとろろは栄養価が高く健
康にもよいため，みなさんぜひお試しください！（S・M）

編集後記

「けんこうリンク」の各種情報は、

11Vol.
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